
職
場
体
験
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て

お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
標

内
容
で
現
地
を
含
め
て
紹
介
、
体
験
を
し

８
月
３
０
日
（
水
）
～
９
月
１
日
（
金
）

茶
町
立
中
茶
安
別
小
中
学
校
で
の
「
夏
の

て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

の
３
日
間
の
日
程
で
、
令
和
５
年
度
夏
期

学
校
林
活
動
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

お
り
ま
す
。

職
場
体
験
生
２
名
（
北
海
道
教
育
大
学
岩

昨
日
時
間
の
関
係
で
出
来
な
か
っ
た
パ
イ

職
場
体
験
生
の
感
想
と
し
て
、
「
貴
重

見
沢
校
生
と
岩
手
大
学
大
学
院
生
）
を
当

ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視

な
体
験
・
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変

セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。

聴
、
機
材
展
示
庫
を
研
修
棟
で
見
て
い
た

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
」「
い
ろ
ん
な
実
務

職
場
体
験
の
取
組
は
、
学
生
の
就
業
意

だ
き
ま
し
た
。

や
経
験
が
出
来
、
ま
た
、
自
然
の
中
で
自

欲
の
育
成
や
森
林
・
林
業
、
国
有
林
野
事

３
日
目
（
１
日
）
は
、
標
茶
町
虹
別
国

然
に
触
れ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
は
魅
力
的

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
実
施

有
林
で
防
風
保
安
林
・
間
伐
・
主
伐
実
行

で
し
た
。
」
等
の
声
が
あ
り
受
講
後
は
、

し
て
い
る
も
の
で
す
。

箇
所
及
び
西
別
岳
登
山
口
等
を
見
学
、
最

充
実
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

初
日
（
３
０
日
）
は
、
セ
ン
タ
ー
で
の

後
に
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等
を
通
じ
て
の

当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
も
、
学
生
の
皆

ガ
イ
ダ
ン
ス
（
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
や

自
然
体
験
学
習
、
ま
た
、
野
生
生
物
自
動

さ
ん
の
将
来
を
考
え
る
機
会
を
設
け
て
い

標
茶
町
雷
別
国
有
林
に
お
け
る
自
然
再
生

撮
影
カ
メ
ラ
の
仕
組
解
説
な
ど
を
受
講
し

け
る
、
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

の
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
）
後
、
植
栽
木

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
有
り
が
た
い
思
い
で
す
。
今
後
も
、

調
査
を
午
前
中
に
行
い
、
雨
模
様
に
な
っ

職
場
体
験
生
は
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
の

機
会
が
あ
れ
ば
進
ん
で
実
施
し
て
い
き
た

て
き
た
た
め
予
定
を
変
更
し
、
午
後
か
ら

説
明
の
も
と
、
各
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
熱
心

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

は
、
主
に
カ
ラ
マ
ツ
の
一
大
造
林
地
パ
イ

に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
の
望
楼
見
学
、
２
日

今
回
の
受
け
入
れ
で
は
、
３
日
間
と
い

雄
大
に
拡
が
る
造
林
地
の
眺
望
！

目
（
３
１
日
）
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
長
年

う
短
期
間
で
し
た
が
中
身
を
充
実
さ
せ
た

９
月
１
２
日
（
火
）
、
京
都
大
学
、
北

海
道
大
学
の
学
生
が
、
厚
岸
町
と
標
茶
町

に
広
が
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
国
有

林
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
京
都
大
学
と
北
海
道
大
学
が
、

北
海
道
研
究
林
標
茶
区
（
京
都
大
学
）
及

び
厚
岸
臨
海
実
験
所
（
北
海
道
大
学
）
を

拠
点
と
し
て
、
上
流
の
森
林
と
厚
岸
湖
・

厚
岸
湾
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
別

寒
辺
牛
川
を
対
象
と
し
て
、
森
林
植
生
・

水
生
生
物
・
土
壌
・
堆
積
物
等
に
係
る
実

▽測桿での立木調査体験の様子

▽夏の学校林活動参加の様子

▽防風保安林見学の様子
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習
（
総
称
「
森

企
業
と
の
協
働
で
植
樹
を
行
い
ま
し
た
！

い
、
そ
の
後
、
参
加
者
は
、
植
樹
班
と
保

里

海

連

環

９
月
２
３
日
（
土
）
秋
分
の
日
に
、
雷

護
管
組
立
班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

学

」
）

を

行

別
地
区
自
然
再
生
事
業
地
の
笹
覆
い
地

で
当
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
現
地
案
内
な

っ
て
お
り
、

（
標
茶
町
雷
別
国
有
林
）
で
、
「
企
業
と

ど
を
受
け
な
が
ら
森
林
づ
く
り
活
動
に
取

そ
の
一
環
と

の
協
働
に
よ
る
広
葉
樹
の
森
林
づ
く
り
」

組
み
ま
し
た
。

し
て
訪
れ
た

を
行
い
ま
し
た
。

経
験
者
が
初
め
て
の
方
に
指
導
す
る
な

も
の
で
す
。

こ
の
活
動
は
、
札
幌
市
に
支
店
を
置
く

ど
手
際
良
く
作
業
を
進
め
ら
れ
、
順
調
に

ま
ず
始
め

企
業
が
、社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

に
研
修
棟
で
、

平
成
２
９
年
度
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
と
協
働

参
加
者
か
ら
は
「
天
候
が
爽
や
か
で
、

パ
イ
ロ
ッ
ト

し
、
雷
別
地
区
自
然
再
生
事
業
地
で
行
っ

気
持
ち
よ
く
作
業
が
出
来
良
か
っ
た
。
」

フ
ォ
レ
ス
ト

て
い
る
自
然
再
生
の
取
組
み
で
、
今
回
で

「
こ
れ
ま
で
の
植
樹
の
成
長
が
現
地
を
見

造
成
時
の
様

第
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

て
実
感
出
来
た
。
」「
楽
し
く
植
樹
が
出
来

子
を
記
録
し

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
カ
ラ
ッ
と
し

た
。
め
っ
た
に
来
る
こ
と
が
な
い
森
に
触

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

た
爽
や
か
な
秋
空
の
下
（
参
加
者
２
８

れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
」
等
の
感
想
を
い

学
生
の
皆
さ

名
）
、
雷
別
地
区
の
郷
土
樹
種
で
あ
る
広

た
だ
き
、
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

ん
に
視
聴
し

葉
樹
（
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル
ニ

最
後
に
、
会
社
の
支
店
長
が
「
継
続
が

て
も
ら
い
ま

レ
、
カ
ツ
ラ
）
１
５
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

大
事
だ
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
こ
の

し
た
。

植
栽
後
、
植
栽
木
を
エ
ゾ
シ
カ
や
エ
ゾ
ユ

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
の
心
強

質
疑
応
答
の
後
、
若
干
機
械
庫
を
見
学

キ
ウ
サ
ギ
の
食
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、

い
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
、
そ
の
後
望
楼
へ
移
動
し
カ
ラ
マ
ツ
造

保
護
管
（
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
被
覆

林
地
を
眺
望
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
曇
り

を
行
い
ま
し
た
。

空
で
霧
が
あ
り
そ
れ
ほ
ど
遠
く
ま
で
は
見

ま
ず
始
め
に
、
企
業
の
代
表

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
霧
が
か
か
っ
て

者
か
ら
開
会
の
ご
挨
拶
を
い
た

い
た
け
ど
林
内
が
見
れ
て
良
か
っ
た
。
」

だ
き
、
続
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー

等
の
声
が
あ
り
、
広
大
な
森
林
の
風
景
に

所
長
か
ら
遠
方
よ
り
来
て
い
た

感
動
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

だ
い
た
お
礼
と
植
樹
の
意
義
と

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
案
内
看
板
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
話
、
ま

職
員
か
ら
説
明
を
行
い
、
見
学
を
終
え
次

た
企
業
に
よ
る
社
会
的
貢
献
活

の
見
学
地
に
一
行
は
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

動
の
感
謝
を
交
え
て
挨
拶
を
行

▽機械庫見学の様子▽望楼からの眺望の様子

▽保護管組立の様子

▽植樹の様子
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